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論文題目 

 

下北沢の商業系街路空間を巡る地域的ルールの意味と形成に関する研究 

 

（論文内容の要旨） 

 

本論文は、下北沢における商業系街路空間を巡る地域的ルールに読み取られる意味と形成要因を、

街路空間に関わる諸主体の意識や活動という観点から考察することにより、多様な主体が関与する場

の在り方や、それを持続させるための地域的ルールを構築・運用する方法論を明らかにした。 

本論文は８章構成となっており、各章の内容及び成果は以下の通りである。 

 

第１章は序論であり、本研究の背景と目的、手法、位置づけ及び用語の整理を示した。 

 

第２章では、対象地概要であり、既存文献の整理、ヒアリング調査等により、本研究の対象地であ

る東京・下北沢の発展経緯、空間的特性及び社会的特性を示した。 

 

 第３章では、雑誌記事における下北沢の空間に関する描写を 1)まちの雰囲気、2)都市構造、3)街路、

4)商店、5)建物、6)周辺の住宅地、7)文化施設、8)人の活動及び 9)経済性に基づく描写に整理している。

空間性として、下北沢の狭い路地空間、雑多性、迷宮性といった表現内容が示されており、文化やサ

ブカルチュアの質的な内容に関する表現等も抽出された。さらに、急速に表現数が増加する 2000 年

以降、街角アートとしての仮説的な要素である商店の「あふれ出し」の風景が、街を表すシンボル的

な風景表現として記述され、街の雑多性や多様な体験が可能である街のエネルギー感として記述され

ていることが示された。 

 

第４章では、街歩き実験に伴う写真投影法、インタビュー調査及び体験後のワークショップにより

得られた景観認識に関するデータに基づいて、各主体がまちに対して読み取る景観体験と思いの意味

（体験価値）を抽出し、考察を行った。その結果、印象評価型、知覚認識型、意味付与型、メタ意味

型に分類される１７の景観体験・思いの意味が抽出された。印象評価型、知覚認識型、意味付与型は、

空間の接し方により発現する意味が異なった。メタ意味型はほぼ全てに発現され、当事者やその承認

により、その場所への帰属意識を求める視点は共通していた。その事実を前提として、主体間の個別

性を丁寧に理解することが、今後のまちづくりにおける共通認識を形成していく上での重要な起点に

なること示された。さらに、地域的ルールとその表象としての「あふれ出し」は、メタ意味型の 4つ

の意味に結び付いていることが明らかとなった。 

 

 第５章では、街路空間での地域的ルールの現状と運営の実態を把握するため、街路空間における活

用実態を現地による目視調査により把握した。活用実態の類型として、店舗前空間における仮設的要

素の領域化パタンを、店舗単位、隣接店舗相互、街路単位の観点で抽出整理した。例えば、店舗単位

では、間仕切り壁等の境界工作物や段差による分節化、階段手摺りの利用、歩行者動線を促す陳列な

どが指摘されている。また、店舗前空間の領域化のパタンにみる商店主の意識として、1）店主の商売

活動への意識、2）抑制・周辺環境への配慮の意識、3）白線等の一定の街路条件下における沿道店舗

でのあふれ出しの出し幅への共通意識が働いていることが確認された。 
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第６章では、街路空間での地域的ルールの関係性を把握するため、街路空間に関係する主体（商店

主、商店街組合、町内会、世田谷区関係所管課、警察及び不動産会社等）にヒアリング調査を行い、

その活動や意識、ルール等を把握した。その結果、地域的ルールの関係性として、1）街空間に関わる

概ね全ての主体が公共性の発信者になり得ること、2）発信された公共性には、直接的・間接的ステー

クホルダーが存在し、公共性の受け皿となるような重層的関係が必ず存在すること、3）店主は地域的

ルールを意識しながらその判断と行動に一定の自律性を持ちつつ活動し、社会状況等に応じて諸主体

の参加と協働の下で公共性を有する地域的ルールの枠組みを拡大するといった３つの基本的な構図

が存在することが示された。 

 

第７章では、前章までの研究成果を基にして、景観体験・思いの意味が発される要素と様態を類型

化し、従来の歴史、緑、賑わいというキーワードを具体化し、景観価値（意味付け）を内包した 51点

の風景パタンを試行的に創作した。 

創作された下北沢における風景パタンは、既存の景観計画（世田谷区「風景づくりの手引き」）には

みられないものが含まれていた。具体的には、1）都市を面的に捉えた関係性の風景パタン、2）境界

部分や公共空間の残余空間を活用した風景パタン、3）人の営みに基づく風景パタンである。さらに、

既存の景観計画で重視される「歴史」は、歴史的・文化的価値を持つ文化財から広げて、地域に根差

すもの（地元の人が通い詰める定食屋等）、昭和を体感するもの（闇市の名残、店先の看板等）等がみ

られ、「緑」は、街路樹や庭木だけでなく、道路上に設えられる「プランター」等仮設的な要素にまで

拡張して解釈できた。また、抽出されたパタンランゲージやその創作プロセスを通じて、まちの風景

や他者の理解を深められることが可能となったが、主体間で持つ前提知識や許容範囲は異なり、住民

の意向に配慮しつつ運用する必要性があることが示唆された。 

 

第８章は結論であり、本研究で得られた成果をまとめ、今後の課題や展望について整理

した。 
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（論文審査の結果の要旨） 

本論文は、現地踏査やヒアリング調査等に基づき、東京・下北沢の商業系街路空間の実態や形

成要因に着目し、地域に関わる多様な主体（住民、商店街、来訪者等）が参画しうる地域的ルー

ルの構造を解明したものである。そのルールの構造を明らかにすることにより、まちづくりの現

場で必要となる、多様で異質体な個々人が、相互理解のうえで将来像を描き、実現するためのル

ールや方法論への展開を見据えた研究である。 

主な成果は、次の通りである。 

（１）地域的ルール及びまち全体に読取られる意味（体験価値）の評価 

多様な被験者を対象にした街歩き及びワークショップによる言説に基づき、まちの空間全体

及び街路空間の活用から読取られる景観体験・思いの意味を抽出した。具体的には、街歩きで選

好された場所をその理由等により類型化して、1）印象評価型、2）知覚認識型、3）意味付与型及

び 4）メタ意味型に分類される 17の景観体験・思いの意味を抽出した。これにより、地域的ルー

ル及びその表象としての街路空間の活用は、多様な個人がまちに求める固有の意味に関係して

いることを解明した。 

（２）地域的ルールの表出としての街路空間の活用実態 

沿道店舗の商業活動に基づき設えられる仮設的要素（可動式の看板や商品等）の設え方を類型

化すると、店主が店舗前に仮設的要素を設える際には、ⅰ）店主の商売活動への意識、ⅱ）出し

幅にみる通行人や隣接店舗に対する配慮、ⅲ）通りの沿道店舗間での共通認識（白線まで、道路

半分まで等）などの意識が働いていることを解明した。 

（３）地域的ルールの構造の把握 

街路空間に関わる主体（行政、商店街、町内会等）を対象としたヒアリング調査により、街路

空間に対する意識とルール、活動を整理して、多様な主体の意識やルールが重なり合う地域的ル

ールの構造を整理した。その結果、地域的ルールの構造として、i）予め定まったルールが固定

化されておらず、各主体が自律的に判断している、ⅱ）公共性の発信と受信（交換）の仕組みが、

様々な形（活動等）により担保されている、ⅲ）地域的ルールがその時々の地域社会の状況に応

じて刷新可能であることを解明した。 

上記の通り、本論文は、多様な魅力を有す街路空間を巡る地域的ルールの構造やそれにより読

取られる意味（価値）評価について、現地踏査や多主体へのヒアリング調査等により精密かつ実

証的に分析し、多様な主体が参画可能なまちづくりのルールづくりに対する新しい方法を提案し

ている。文化財等の明確な地域資産をもたない普通の地域において、多くの現地踏査やヒアリン

グデータに基づいて明文化されない困難な現象解明を行った研究として、都市計画および景観計

画分野の学術面で高く評価することができる。したがって、本論文は博士(工学)の学位論

文として価値あるものと認める。また、令和 4 年 1 月 24 日、論文内容とそれに関連

した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしている

ことを確認し、合格と認めた。 

 

 


